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　災害関連業に携わる仕事柄、県内の急傾斜危険箇

所、地すべり危険箇所、土石流危険渓流を訪れる機

会があります。これらは中山間地域に多いこともあ

り、保全対象の住民も高齢者が多い傾向にあります。

例えば、県内に甚大な被害をもたらした平成28年台

風10号による犠牲者は、高齢者入居施設が犠牲にな

ったことも一因ですが、65歳以上高齢者の割合は78

％で、これは県内の65歳以上高齢者率31.1％の約2.5

倍に当たります。

　岩手県の人口は、平成23年の約131万人に対し令

和２年は約121万人で、このペースで推移すると204

0年には約94万人になると予測されています。人口

動向を見ると盛岡市、滝沢市、紫波町、矢巾町など

盛岡周辺地域と、北上市、花巻市、金ケ崎町など自

動車や半導体関連の工場が立地する岩手中部圏域の

一部では人口減少率は平均-2.2％と県全体の平均

（-7.7％）を下回りますが、上記の７市町を除く26

の市町村では平均-12.4％という大きな減少率とな

っており、県全体の人口は減少しつつも、生産年齢

人口を中心に一部地域への人口集中が生じているこ

とがうかがえます。

　ところで、株式会社ブランド総合研究所が昨年実

施した「第２回都道府県ＳＤＧｓ調査2020」におい

て、岩手県の地域愛着度が前年の36位から４位に急

上昇したことはニュースにもなりました。これは岩

手県が全都道府県の中でコロナ感染者ゼロを最も長

く維持していたことが全国的に注目され「まじめ、

素直」と評される県民性や地元への愛着を見直す機

会となったことも要因と言われています。同調査に

おいてＳＤＧｓの17の目標のうち、各都道府県でど

のような活動が必要だと思うかの問いに対し、最も

多かったのが目標11の「住み続けられるまちづくり

を（41.7％）」です。一方、地域への不満項目で最

も多かったのが「高齢化（30.8％）」次いで「人口

減少・過疎化（27.6％）」、「少子化（22.1％）」と

続きます。さらに４位に「自然災害（15.6％）」、８

位に「異常気象（12.5％）」が入るなど、少子高齢

化・人口減少とともに自然災害に関して地域の持続

性を不安視している人が多いことが分かります。こ

れらから浮かび上がるのは、地元に愛着があり住み

続けられるまちづくりを志向するものの、少子高齢

化、人口減少、自然災害が障壁となり、住みやすい

地域へ移転せざるを得ないという現実ではないでし

ょうか。

　震災から10年を経た今、新型コロナという新たな

脅威に直面し、図らずも県内からの転出者が減少し

たり、ＤＸ、在宅勤務の推進により、地方に移住し

たい人も増えていると聞きます。岩手県にも上場Ｉ

Ｔベンチャーが本社を移転したり、大企業が工場を

新設するなど、まじめな県民性も無関係ではなさそ

うです。かねてより国が推し進めてきたコンパクト

シティやテレワークがコロナにより一気に進展しよ

うとしているのは皮肉なようですが、人口減少社会

では自然なことなのでしょう。過疎化により冒頭に

示したような土砂災害が減少したとしても、人がど

こかに住まう以上、災害は形を変えて発生します。

災害関連業に携わる者として、気候変動を踏まえた

あらゆる災害に対処出来るよう柔軟な姿勢、視点を

持ち、これからも住みやすい地域づくりに貢献した

いと思います。
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県一関農村整備センター　　　　

　県南広域振興局農政部一関農村

整備センターは２日付で、公募で

実施する土地改良事業調査興田地

区調査計画業務委託を公告した。

参加希望者は８日17時までに、参

加意思確認書を同センター農村計

画課へ持参すること。

▽土地改良事業調査興田地区調査

計画業務委託

施行地　一関市大東町沖田、鳥海

地内

期　限　2022年３月10日まで

業務内容　ほ場整備事業を計画し

ている興田地区において、2023

年度以降の事業化に向けた調査

計画を行うもの（対象面積）11

8 （作業項目）現地調査、資

料の収集および検討、計画・設

計諸元検討、施設設計、概算工

事費積算、地区内農用地等状況

調査

応募資格　県の建設関連業務指名

競争入札参加資格者名簿に登載

されていること。または、農林

水産省競争参加資格（全省統一

資格・「役務の提供等」）を有

していること。県内に本店また

は営業所を有していること。過

去10年間（2011年度～2020年度）

において、県内の国・県営事業

におけるほ場整備事業等（経営

体育成基盤整備事業、中山間地

域総合整備事業等における区画

整理事業および農用地造成事業

など、換地処分を伴う農業農村

整備事業）の事業計画書作成業

務（事業採択前の地区調査の段

階において行う、事業計画書作

成に係る「費用対効果算定」や

「調査計画」などの業務。また、

計画変更において行う、事業計

画書作成に係る業務も含む）の

実績があること

確認書の提出　2021年７月８日17

時まで

………………………………………

県大船渡審査指導監　　　　　　

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は６日付で、総合評価落札方

式で実施する一・釜石住田線中埣

地区道路法面対策（災害防除）工

事など３件を公告した。入札参加

希望者は入札参加申請書を電子入

札システムにより14日正午までに

提出すること。入札は７月28日（１

件）、８月４日（２件）を予定して

いる。

▽一・世田米矢作線馬越地区道路

法面対策（災害防除）その２工

事（簡易２型）

施行地　陸前高田市矢作町字馬越

地内

工　期　182日間

工事内容　施工延長93ｍ、掘削工

（転石破砕）２㎥、落石防止網

工（ポケット式落石防護網）14

40㎡、仮設工１式

予定価格　4445万5000円

入札参加資格　法面処理工事資格

者で、県南広域振興局（本局、

花巻地区、一関地区）、沿岸広域

振興局（本局、大船渡地区）の

区域に建設業法に基づく主たる

営業所を有すること。2006年４

月１日以降に、元請けとして43

0㎡以上の落石防護網工事を施

工した実績を有すること

入札予定日時　2021年７月28日17

時まで

開札予定日時　2021年７月29日13

時30分

▽一・釜石住田線中埣地区道路法

面対策（災害防除）工事（簡易

２型）

施行地　住田町上有住字中埣地内

工　期　266日間

工事内容　施工延長132.3ｍ、高

エネルギー吸収型落石防止柵工

397㎡、ロープ掛工１カ所、仮

設工（モノレール）190ｍ、防

護施設工122ｍ

予定価格　１億4224万3000円

入札参加資格　法面処理工事資格

者で、岩手県内に建設業法に基

づく主たる営業所を有するこ

と。2006年４月１日以降に、元

請けとして施工延長39ｍ以上の

落石防止柵工事を施工した実績

を有すること（特定共同企業体

の構成員として施工した工事に

ついては、代表者として施工し

た場合のものに限る）。とび・土

工工事業に関する特定建設業の

許可を有していること

▽広田漁港水産生産基盤整備（護

岸改良）工事（簡易２型）

施行地　陸前高田市広田町字後浜

地先

工　期　2022年３月15日まで

工事内容　護岸（改良）40.1ｍ

予定価格　7188万3000円

入札参加資格　土木工事Ａ級資格

者で、盛岡広域振興局、県南広

域振興局（本局、花巻地区、北

上地区、一関地区）、沿岸広域振

興局（本局、宮古地区、大船渡

地区）の区域に建設業法に基づ

く主たる営業所を有すること。

2006年４月１日以降に、元請け

として海中工事（船舶等を使用

する工事でしゅんせつ工事以外

のものまたは水面下ゼロメート

ル以下の潜水士による作業を伴

う工事）を施工した実績を有す

ること

※以上２件

入札予定日時　2021年８月４日17

時まで

開札予定日時　2021年８月５日13

時

▼以上３件

参加申請書の受付　2021年７月14

日正午まで

………………………………………

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は６日付で、条件付一般競争

入札で実施する蛭潟地区県単治山

（施設維持補修）工事を公告した。

入札参加希望者は入札参加申請書

を電子入札システムにより14日正

午までに提出すること。入札は28

日を予定している。

▽蛭潟地区県単治山（施設維持補

修）工事

施行地　大船渡市日頃市町字蛭潟

地内

工　期　101日間

工事内容　伏工107.9㎡、仮設工

１式

予定価格　449万4000円

入札参加資格　法面処理工事資格

者で、沿岸広域振興局（本局、

大船渡地区）の区域に建設業法

に基づく主たる営業所を有する

こと

参加申請書の受付　2021年７月14

日正午まで

入札予定日時　2021年７月28日17

時まで

開札予定日時　2021年７月29日13

時30分

………………………………………

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は６日付で、簡易総合評価落

札方式で実施する二級河川気仙川

水系河川水辺の国勢調査（魚類調

査）業務委託など２件を公告した。

入札参加希望者は入札参加申請書

を電子入札システムにより14日正

午までに提出すること。入札は26

日を予定している。

▽一・丸森権現堂線下船渡地区道

路台帳整備（調査・測量）業務

委託（簡易２型）

施行地　大船渡市大船渡町地内

期　限　2022年３月15日まで

業務内容　委託延長3.97㎞、現地

測量2.4㎞、土地登記簿調査・

地図転写3.97㎞、ＣＡＤトレー

ス外1.58㎞

入札参加資格　測量業務に登録さ

れ、地上測量を申請業務として

いる者で、沿岸広域振興局（大

船渡地区）の区域に本店または

営業所（岩手県内に本店を有す

る者の営業所に限る）を有する

こと。2011年４月１日以降に、

元請けとして基準点測量の受注

実績を有すること

▽二級河川気仙川水系河川水辺の

国勢調査（魚類調査）業務委託

（簡易２型）

施行地　陸前高田市気仙町字町裏

地内ほか

期　限　131日間

業務内容　魚類調査10地点

入札参加資格　土木関係建設コン

サルタント業務に登録され建設

環境を申請業務としている者

で、岩手県内に本店または営業

所を有すること。2011年４月１

日以降に、元請けとして河川水

辺の国勢調査業務または河川環

境調査（魚介類）業務を受注し

た実績を有すること

▼以上２件

参加申請書の受付　2021年７月14

日正午まで

入札予定日時　2021年７月26日17

時まで

開札予定日時　2021年７月27日10

時

………………………………………

県企業局　　　　　　　　　　　

　県企業局は６日付で、総合評価

落札方式で実施する第二浄水場配

水管更新（１－２工区）工事を公

告した。入札参加希望者は入札参

加申請書を電子入札システムによ

り14日正午までに提出すること。

入札は21日を予定している。

▽第二浄水場配水管更新（１－２

工区）工事（簡易２型）

施行地　金ケ崎町西根森山地内

工　期　2021年12月15日まで

工事内容　配水管布設延長438.0

ｍ、ダクタイル鋳鉄管布設工

GX型（φ100）438.0ｍ、舗装

復旧工一式、仮設配管工一式、

既設管撤去工（φ75）410ｍ

予定価格　3017万円

入札参加資格　土木工事Ｂ級資格

者で、県南広域振興局（本局、

花巻地区、北上地区）の区域に

建設業法に基づく主たる営業所

を有すること。2006年４月１日

以降に、元請けとして管路延長

130ｍ以上の管渠工事（工業用

水道・下水道・上水道）を施工

した実績を有すること

参加申請書の受付　2021年７月14

日正午まで

入札予定日時　2021年７月21日17

時まで

開札予定日時　2021年７月26日11

時

………………………………………

　県企業局は６日付で、条件付一

般競争入札で実施する仙人発電所

取水塔・調整塔建屋補修工事を公

告した。入札参加希望者は入札参

加申請書を電子入札システムによ

り14日正午までに提出すること。

入札は21日を予定している。

▽仙人発電所取水塔・調整塔建屋

補修工事

施行地　西和賀町杉名畑地内

工　期　150日間

工事内容　取水塔建屋補修工事

[Ｓ造、延べ面積81.09㎡一式]、

調整塔建屋補修工事[Ｓ造、延

べ面積27.69㎡一式]

予定価格　797万5000円

入札参加資格　建築一式工事Ｂ級

およびＣ級資格者で、岩手県内

（７面へつづく）


